
奈
良
・薬
師
寺
旧
境
内

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
ノ
京
町

調
査
期
間
　
　
平
城
宮
跡
第
二
九
三
十

八
次
調
査

　
一
九
九
九
年

（平

Ｈ
）
三
月
―
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
城
京
右
京
六
条
二
坊
人
坪
に
あ
た
り
、
薬
師
寺
の
旧
境
内
地

で
あ
る
。
玄
奨
三
蔵
院

（
一
九

人
三
年
度
発
掘
調
査
区
）
の
北
西

に
位
置
し
、
奈
良
時
代
の

「苑

院
」
の
推
定
地
で
あ
る
。
中
世

以
降
は
子
院
が
建
ち
並
び
、　
一

七
世
紀
後
半
の
絵
図
に
よ
る
と

福
蔵
院
が
所
在
し
て
い
た
。
今

回
、
薬
師
寺
法
具
蔵
建
設
に
伴

い
、
東
西
約

一
人
ｍ
南
北
約
九

ｍ
、
合
計

一
五
人
ド
を
発
掘
し
た
。

そ
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
数
棟

。
井
戸
四
基

。
溝
四
条

・
土
坑
多
数
を
検
出

し
た
。
調
査
区
西
端
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七

一
〇
は
、
薬
師
寺
造
営
当

初
に
開
削
さ
れ
、　
一
〇
世
紀
頃
ま
で
機
能
し
た
溝
。
苑
院
区
画
の
西
側
溝
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
調
査
区
西
半
で

一
一
世
紀
後
半
―

一
二
世
紀
中
頃

の
掘
立
柱
建
物
を
五
棟
検
出
し
た
。
う
ち

一
棟
は
礎
石
建
物
の
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
調
査
区
中
央
で
検
出
し
た
石
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
七
二
〇
は
、
最
下
部
に
幅

二
Ｏ
ｃｍ
の
板
材
を
敷
き
、
大
小
の
曲
物
を
上
下
に
重
ね
る
構
造
で
あ
る
。

木
簡

一
点
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
区
中
央
北
辺
で
検
出
し
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

七

一
五
の
底
部
堆
積
土
か
ら
で
あ
る
。
井
戸
枠
は
既
に
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
が
、

抜
取
穴
か
ら

一
〇
世
紀
中
頃
―

一
一
世
紀
後
半
の
土
器

・
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
の
年
代
も
そ
れ
以
前
の
平
安
時
代
か
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ｌ

日

日

日

部

日
日

」
∞
Φ
∞
×
∞
卜
×
］

ｏ
伽
解

墨
付
き
は
表
面
だ
け
で
、　
一
行
書
き
に
仮
名
か
と
思
わ
れ
る
割
書
が
確
認
で

き
る
が
、
全
体
的
に
墨
の
残
り
が
悪
く
、
釈
読
不
能
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
九
―

Ⅲ
』
（
一
九
九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
下
信
一
郎
）

2   1

(奈良・桜井)
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